
   

 「自分たちはいつも誰かから助けてもらっているが、自分たちが他の人のために

何かできることはないだろうか？」 

 その問いかけから、寄宿舎の生徒たちが自ら

考え、近隣のゴミ拾いをやりたいと提案してく

れました。その心意気に胸が熱くなりました。

自分で拾うことができない生徒も、ゴミがある

位置を仲間や先生に知らせるという役割をもっ

て、10月 12日（火）の放課後、宿泊を予定して

いた 10 人の生徒が２班に分かれて 30～45 分の

清掃活動を行いました。A 班は、矢巾東小前の

歩道を北上していくコース。B 班はホテルルー

トインと医大駐車場の周りの歩道を巡るコー

ス。短い時間でしたが、様々なものを拾うこと

ができ、生徒たちは満足感をもって活動を終了

することができました。また、道行く人に「お疲

れ様」、「ありがとう」とお声掛けいただいたこと

も励みになったようです。「誰かのためにできるこ

とをやる」という目的が達成され、「またやりたい」

という声も多くあがりました。今後も、この活動

を不定期ではありますがやっていきたいと考えて

おります。そのときには、ぜひ生徒たちにお声掛

けをお願いします。 
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